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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
3 * 0 1 5 8 1 3 2 1 0 1 2 8 1 0
6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0
15 * 0 0 4 11 0 0 1 1 5 6 0 1 2 0
18 0 0 0 0 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
19 * 0 0 2 5 0 0 2 2 5 7 1 3 1 0
23 * 3 5 2 6 0 0 1 0 1 1 2 1 0 0
29 * 2 3 6 16 5 5 2 1 7 8 1 1 1 1
30 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
31 0 0 0 1 2 0 0 1 0 3 3 0 2 0 0
36 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
67 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
79 0 0 0 4 9 0 0 2 3 4 7 1 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
11 * 0 0 3 8 0 0 0 3 2 5 1 0 0 0
13 * 1 4 4 7 0 0 3 0 3 3 1 5 0 0
18 * 3 6 1 3 0 0 3 0 2 2 0 1 0 0
19 0 0 0 1 2 0 0 5 0 1 1 0 0 0 0
20 0 0 2 0 1 0 0 1 0 1 1 0 1 1 0
37 * 4 10 3 4 4 7 0 1 5 6 2 1 0 0
99 * 0 0 7 15 1 2 2 2 8 10 3 1 0 2

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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戦評
【総括】
初戦を制し、このままの勢いで一部昇格を決めたい大阪教育大学と一部残留を懸け、絶対に負けられない天理大学
の第二戦となった。序盤から両者ともに隙に見せない激しいディフェンスで一進一退の攻防が続く。前半大教大は、
#99土屋の高さを活かし、得点を重ねていく。天理大は#29榎本を中心に流れに乗るも、大教大もそれに応戦しリード
を譲らない。後半両チームはディフェンスがより激しくなるが、試合の主導権はどちらにも渡らない。試合を動かした
のは、第4ピリオド残り1分半、天理大#29榎本の連続得点だった。そこから、大教大が反撃を見せるが及ばず、敗北と
なった。一部残留昇格を決める戦いは来週へ持ち越しとなった。
【第1ピリオド】
第1ピリオド、天理大#19関の連続ゴール下シュートで幕を開けた。対する大教大は#18北代の3Pシュート、#11有谷の
ミドルシュートで反撃する。天理大は激しい変則的なゾーンディフェンスから、#23山﨑の3Pシュート、#15黄のミドル
シュートで点差を開こうとするも、大教大#13出口、3Pシュートや#37吉田のドライブで応戦し、15-16で大教大1点リー
ドで第1ピリオドを終える。
【第2ピリオド】
第2ピリオド、大教大は#99土屋のドライブ、#37吉田のシュートを中心に猛攻を繰り出す。それに応戦したい天理大は
#15黄、#23山崎がシュートを決め、両者とも一歩も退かない。どちらかが決めればどちらかが決め返す。ここで天理
大の#29榎本が立て続けにシュートを決め、天理大がリードを広げる。しかし、大教大は#18北代の3Pシュート、#37吉
田の第2ピリオド終了間際の3Pシュートなどで喰らいつき、35-34天理大1点リードで第2ピリオドを終える。
【第3ピリオド】
第3ピリオド、開始早々両チームのディフェンスの激しさが増し、なかなか点差が離れない。天理大は#23山﨑の連続
3Pシュート、#79倉富のリバウンドシュートで得点する。大教大はこの試合好調の#37吉田が3Pシュート、バスケットカ
ウントで流れを呼び寄せるも、天理大#29榎本の3Pシュートで追撃を許さず、試合の均衡が崩れないまま54-52天理
大2点リードで最終ピリオドへ突入する。
【第4ピリオド】
第4ピリオドに入っても、均衡は崩れない。天理大は#79倉富のポストプレイや#23山﨑のミドルシュート、大教大は#99
土屋のゴール下シュート#13出口のドライブで、どちらにも試合の流れが傾くことない。しかし、第1ピリオドから続き均
衡を破ったのは、天理大#29榎本の連続得点で、大教大はたまらず64-59でタイムアウト。タイムアウト明け、大教大
#13出口の3Pシュートが決まるも、一歩及ばず69-67で天理大の勝利となった。
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